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 資料１  

 

 

1 

本丸搦手馬出周辺石垣の修復について 
 
１ 暗渠排水の復元について 

（１）要旨 

石垣の積み直しが進み、北面石垣における暗渠排水の修復高さ付近まで積み上がって

いる。暗渠排水の修復に向け、具体的な修復内容について整理した。 

 

（２）排水計画の基本的な考え方 

本丸搦手馬出における排水計画の基本的な考え方については、次の４点の通り。 

・石垣背面への浸透を防止するため、雨水を速やかに排出できる排水勾配を確保し、

排水吐出口の機能を回復させる。 

・排水勾配の確保にあたっては、遺構保護のため修復範囲外の掘削は行わず、解体

完了時の地盤面から盛土を行う。 

・排水吐出口の吞口は、土砂の流入を抑制する構造を検討する。 

・表面排水は、現代的な排水は必要最小限とし、周辺の景観と調和したものを検討

する。 

また、暗渠排水の機能復旧の考え方については、次の３点の通り。 

・石組は原則、解体前の形状に修復するが、排水機能を考慮した修復を行う。 

・機能復旧後も、積極的に水を集める様な平面排水とはしない。 

・石組のみでは漏水により石垣に悪影響を及ぼす可能性があるため、塩ビパイプ等

を併用し機能復旧を行う。 

 

（３）暗渠排水修復案 

ア 暗渠排水の検出時状況 

暗渠排水の検出時状況を P.2 に示す。 

暗渠排水については検出時に変状が確認されており、築石は前面に27cm程度膨らみ、

暗渠底石は 30cm 程度の沈下が確認された。沈下の影響で、暗渠底石 AD-001 が逆勾配と

なっている。また、暗渠底石の下部には暗渠栗石（5～10cm）が確認された。 

イ 暗渠排水 石組の修復 

暗渠排水の修復詳細図を P.3 に示す。 

暗渠排水の修復の際には、排水機能を確保するため、築石の膨らみを戻して排水吐出

口の高さを修復し、その高さと沈下が確認されない枡石組部分の高さを結んだ線を底石

の上面として一定勾配を設定する。なお、暗渠排水検出時に確認された逆勾配について

は、石垣の変状に伴い生じたものと推定されることから、沈下を修復する。 

暗渠栗石については、築石背面から暗渠底石 AD-014 付近まで検出されているが、石

垣の安定性確保のため、吸出し防止層及び裏込栗石層については暗渠栗石を修復しない。 

ウ 暗渠排水 排水施設の修復 

暗渠排水に併用する排水施設（案）について、P.4 に示す。 

遺構保護及び排水機能確保の観点から、暗渠内には塩化ビニル管（管径 200mm）を敷

設し、管周囲を単粒度砕石で充填する。集水桝部は不織布及び砕石で底面を養生し、集

水桝を設置する。集水桝と暗渠壁石の間は単粒度砕石で充填する。 

なお、石樋（いしどい）については、これまでの調査研究で確認されなかったため、

設置しないこととする。 

 

 
 

 

 

 

 

図１ 本丸搦手鳥瞰図 
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：暗渠排水集水範囲 
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【参考】特別史跡名古屋城跡 本丸搦手馬出周辺石垣修復事業 

積直し基本計画（令和４年３月） 排水計画関連箇所抜粋 
 

３ 修復事業に伴う調査成果 

３．４ 暗渠 

北面石垣に開口する暗渠については平成 21 年度及び平成 23 年度に調査を行った。暗渠は

桝部の南側で石材や石材の抜き取り痕が確認されたことや、底部石の調査で確認された栗石

の構造の違いなど、いくつかの改修跡が確認されている。暗渠上部の盛土はシルトを主体と

し、暗渠西側ではⅠ層を明確に掘り込んでいる。暗渠全長は 14.6ⅿ、南端と開口部の比高差

は約１ⅿである。底石の下は南１／３が盛土上、残り２／３は５～10 ㎝大の円礫の上に築か

れている。石垣面から７石目までが大きく沈下しており、円礫基礎が北面石垣の栗石の沈下

に合わせて陥没した可能性が高い。石垣南側下部で暗渠の集水桝が確認されており、さらに

南から集水桝へ接続する暗渠の一部を検出した。 

 

 

６ 修景計画 

６．１ 排水計画 

石垣背面から傾斜硬化面への雨水浸透を防止するため、排水に配慮した平面計画とする。

そのため、雨水を速やかに排出できる排水勾配を確保し、排水吐出口の機能を回復させる。

なお、排水勾配の確保にあたっては、遺構保護のため、掘削は行わず、現況から盛土を行う

ことのほか、排水吐出口の吞口は、土砂の流入を抑制する構造を検討する。表面排水は、現

代的な排水設備等の設置は必要最低限とし、周辺の景観と調和を意識した設計とする。 
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【参考】背面検出石材に関する議論の経過 
 

 

表２ 排水計画に関する議論の経過 

部会 概要・コメント 等 

R3.7.14 

第 43 回石垣部会 

・本丸側からの水の量が想像以上に多く、搦手中央の交差点部分に

水たまりができる状況であった。この改善が必要。 

R3.10.29 

第 45 回石垣部会 

・排水計画は、近年の集中豪雨等の降雨強度を考慮しているか。 

→道路の指針に従って降雨強度を設定している。ある程度の降雨量

に対応できるものと考えているが、詳細は今後検討していく。 

 

・本丸側から流れてくる水を上手に堀へ誘導するために、側溝の可

能性も考えなければならない。現況から盛土を行う事で水勾配を

上手に形成すると同時に必要があれば側溝を置くという方向性が

現時点では妥当ではないか。 

→石垣の変状の原因の１つに水の関与がある。排水については特に

気を遣っており、表面から染み込ませない、きちんと排水する点

に重きをおいていきたい。 

 

→表面排水については、石垣背面への急激な雨水浸透を抑制できる

舗装（例：真砂土舗装）にする。 

 

R4.2.17 

第 47 回石垣部会 

 

・名古屋城のオリジナルの石垣に組み込まれている排水溝から排水

する。 

・ある時期から名古屋城石垣の排水口には、前面に石製の樋が突き

出していて、石垣を水が直接叩かない構造になっている。文献的

な裏付けが取れれば、現存している形をサンプルに復元する方法

も検討すべき。 
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図３　耐震診断・保存活用計画スケジュール

図２　既往ボーリング調査実施位置図

図１　調査実施位置図

重要文化財建造物等保存活用計画について
（西北隅櫓におけるボーリング調査）

１　趣旨

　重要文化財建造物等保存活用計画では文化庁の指針に基づき、第４章に防災計画として「防

火・防犯対策」「耐震対策」「耐風対策」「その他の災害対策」を作成する予定である。

　そこで上記の「耐震対策」を検討するための調査として、令和７ (2025) 年度に東南隅櫓

及び西北隅櫓の耐震診断を実施する。これに際して工学的解析に用いる地盤データを取得す

るため、令和６（2024）年度にボーリング調査するもの。

２　調査実施箇所

　西北隅櫓付近　１箇所

※東南隅櫓は平成 18（2006）年度の本丸御殿、令和３（2021）年度の大天守等で実施したデー

　タを使用

３　調査内容

　

※PS 検層について

　ボーリング孔を利用して地盤内を伝播する弾性波 (P 波・S 波 ) の深さ方向の速度分布を

測定し、構造物の工学的解析に必要な地質構造や地盤特性の情報を取得するもの。

　名古屋城では平成 18（2006）年度に本丸御殿 (80ｍ)、令和３（2021）年度に大天守（90ｍ）

で PS 検層を実施している。

４　スケジュール

　ボーリング調査は今後特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 石垣・埋蔵文化財部会及び

建造物部会で検討していく。

　令和６（2024）年度は、西北隅櫓付近でのボーリング調査や耐震診断に係る図面作成など

を予定している。ボーリング調査の成果をもとに、令和７（2025）年度は建造物の工学的解

析などを実施し、耐震診断結果を報告する。

　耐震診断の成果は保存活用計画（第４章「防災計画」）に反映し、今後の保存活用に活か

していくとともに、耐震診断の結果によって耐震補強対策を検討していく。

0 10m

（平成 7(1995) 年度 No.1）
外堀浄化対策調査として実施 [15m]

ボーリング調査実施位置
【T.P. 約 11.5m】

ボーリング長 70ｍ（最大80ｍ）

孔 径

～ （最大掘削孔径： ）

※地盤状況によっては、最大掘削孔径の範囲内において、掘削孔

の崩壊防止等のためにケーシングパイプを使用する。

主な内容 PS検層、標準貫入試験、土質試料採取

 

 

有識者会議（建造物部会）

計画策定

●

ボーリング調査など
建造物の工学的解析

・報告書作成 耐震補強対策の検討
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PS

５　（参考）使用機器

STP 
30cm N 

PS
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図４　推定活断層の位置（ベースに地理院地図「陰影起伏図」を使用）

図５　断層のずれ (左 )とたわみ (右 )
（名古屋市防災会議地震災害対策部会 2017 より引用）

６　（参考）ボーリング調査の実効性について

　名古屋城は熱田台地の北西隅にあり、とくに西北隅櫓はその先端に位置している。熱田台

地西縁部と低地には約 10m の高低差がみられ、この形成要因については複数の説が提示され

ている。形成要因と西北隅櫓の想定地盤について整理することで、ボーリング調査の実効性

について検討する。

（１）熱田台地西縁部の形成要因

　新修名古屋市史では、縄文海進の時期（約 6000 年前頃）に形成された海食崖とされる（海津・

森 1997）。海食崖である場合、上層が浸食されて形成されるため、下層の岩盤に影響はない

と考えられる。

　一方で、熱田台地西縁部には活断層があることが指摘されており（杉戸・後藤 2012 など）、

崖地形は断層活動による撓曲変形により形成されたとする。名古屋市防災危機管理局が平成

29 年（2017）に名古屋市内の推定活断層の調査報告を行っており、既往ボーリングデータ

の検証から、「熱田面の平均傾斜が 1,000m あたり 2m 程度であるのに対し、堀川付近では

1,000m あたり 5m 以上の傾斜を示して」おり、「明瞭な断層による切断は認められないが、

やや深部にある断層の動きに伴う撓曲である可能性が高い」と結論づけられている（名古屋

市防災会議地震災害対策部会 2017）。

　こうしたことから、熱田台地西縁部が撓曲（たわみ）によって形成された崖地形である場合、

下層の岩盤も変位を受けている可能性が高いが、ゆるやかな変形であるため、調査に大きな

影響はないと考えられる。

西北隅櫓

熱田台地

推定断層 A

（２）西北隅櫓の想定地盤

　西北隅櫓が台地と低地の境に位置しているため、元々の低地から築城時に盛土で造成され

ている可能性がある。ただし、既往のボーリング調査をみると御深井丸・西之丸では盛土厚

が 3.6 ～ 8.3ｍとなっており、その下層の熱田層上部の標高は数ｍの差に留まっている。

　このため想定地盤が低地とは考えにくく、城内の他箇所と同様に調査して問題ないと思わ

れる。
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